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研究成果の概要（和文）：中国の宋・元・明時代に仏教と道教で起こった新しい動きが、同時代

以降の日本の宗教や思想にどのような影響を与えたか多角的に考察した。中でも大きな研究の

中心を日本における大蔵経の受容とし、大蔵経をテーマとするシンポジウムの開催や東京大学

総合図書館所蔵明版嘉興大蔵経の詳細な目録の作成が行われた。

研究成果の概要（英文）：This project considered the influence of interactions between
Buddhism and Daoism in Song-Yuan-Ming period upon Japanese thoughts from different
angles. We selected the acceptance of Chinese Tripitaka in Japan as the most important
topic, and in the last year held a symposium on Tripitaka, made a detailed catalogue of
Jiaxing-Tripitaka owned by General Library of the University of Tokyo.
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１．研究開始当初の背景

中国では、儒・仏・道の三教が思想の三本
柱となり、相互に影響を与えあいながら思想
史を展開したといってよい。中国の思想史を
考える上で、三教間の思想・教説の動きを無
視するわけにはゆかないのは、誰しも認める
ところである。しかし、従来の研究の大部分
は儒・仏・道のそれぞれの個別の研究であり、
三教の関係の研究は少数であった。仏教・道
教の関係の研究はある程度行われてはいた
が、宋代以降に関しては極めて少なく、最も
立ち遅れている部分と言ってもよい。そして

その関係の研究を踏まえて中国思想から日
本思想への影響を考える作業は、やはり一層
遅れている状況であった。

２．研究の目的

本研究は、宋・元・明の時期における中国
の仏教と道教の状況と関係を多角的に調査
し、それらが僧侶などの人や、経典などのモ
ノを通して日本にどのように伝わり、さらに
日本の中でどのような展開をみせたかをで
きる限り詳細に調査し、そこから広く近世日
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本の宗教・思想文化（仏教、神道、修験道、
儒教等）にいかなる影響があったかを考察す
ることを目的とした。特に宋代以降に中国で
成立した比較的新しい仏教経典と道教経典
が、具体的に日本へどのように伝わり受容さ
れてゆくかについて、解明を目指した。

３．研究の方法

(1) 研究組織全体として共同して取り組ん
だ課題は、長らく詳細が不明のまま放置され
ていた東京大学総合図書館所蔵の明版大蔵
経（いわゆる万暦版大蔵経、嘉興蔵）の調査
である。研究期間全体を通して、この大蔵経
について、アルバイトを十数名使いつつ詳細
な調査を行い、総合的な目録を完成させた。
またこの東大本嘉興蔵の印記等の調査によ
り、東大総合図書館へ収蔵されるまでの非常
に興味深い伝来経路が明らかになった。この
伝来の経緯を含め、挿図などの画像資料や出
版事項などに関する研究も含めた総合的な
研究論文集も作製した。今後もこの大蔵経自
体が中国で明から清にかけて出来上がって
ゆく過程まで含めて、仏教経典の形成と伝来
と流伝、およびそれによりもたらされた思想
的、文化的影響等についての多角的な解明が
可能と考え、研究代表者と分担者は更なる研
究を継続している。

(2) 以上の共同研究とともに、各自の個人研
究が進められた。
まず道教経典の伝来について研究してい

る研究代表者の横手は、清末から中華民国期
以降には日本人の道教系の著書が中国に対
して影響を与えるケースがあることに着目
している。これは、近人の蕭天石によりまと
められた道教典籍の叢書「道蔵精華」の研究
を進めることにより明らかになった成果で
ある。横手は研究分担者のアドバイス等も参
考にしつつ、独自にこの「道蔵精華」の目録
作成も行い、『道蔵精華目録』が完成した。
研究分担者の末木文美士は、以前より進めて
いた高山寺文献の調査を継続し、日本におけ
る仏教経典史の研究を深めた。また、前近代
から近代へと向かう日中の思想史の比較も
行い、関連する数々の著作を世に問うた。同
じく末木恭彦は、日本の儒教文献の調査を進
めつつ、仏教思想との関係の考察を行った。
同じく渡辺麻里子は、高野山および比叡山を
中心に日本各地の大蔵経の実地調査を精力
的に進めた。またその調査経験を基に、東大
総合図書館の大蔵経調査の指導的役割を担
った。同じく菊地大樹は、日本中世仏教にお
ける持経者の存在に注目した研究を進め、著
書にまとめて出版した。また台湾仏教史と日
本仏教史との比較という新しい試みを開始

した。
このように、明版大蔵経の調査研究を中心

にする一方、各自がこれに関連する問題につ
いての研究を鋭意進め、豊饒な成果を収めた。

４．研究成果

下記の出版物の刊行、およびシンポジウム
等の開催等が行われた。

(1) 『東京大学総合図書館所蔵嘉興大蔵経
目録と研究 Ⅰ目録編』、横手裕、末木文美士、
渡辺麻里子、菊池大樹（監修）、科学研究費
補助金成果報告書、全 514 頁、2010 年

(2) 『東京大学総合図書館所蔵嘉興大蔵経
目録と研究 Ⅱ研究編』、横手裕、末木文美士、
渡辺麻里子、菊池大樹（監修）、科学研究費
補助金成果報告書、全 297 頁、2010 年

(3) 『道蔵精華目録』、横手裕（編）、科学研
究費補助金成果報告書、全 268 頁、2009 年

(4) 『東京大学総合図書館所蔵万暦版大蔵経
（嘉興蔵）正編目録稿』、横手裕、末木文美
士、渡辺麻里子（監修）、科学研究費補助金
成果報告書、全 353 頁、2008 年

(5) シンポジウム「大蔵経と東アジア世界」
開催、日時：2009 年 9 月 1日、場所：東京大
学本郷キャンパス法文 2号館 2番大教室

(6)資料展示「大蔵経と東アジア─東京大学
総合図書館所蔵嘉興蔵の世界─」開催、開催
期間：2009 年 8 月 25 日～9 月 15 日、場所：
東京大学総合研究博物館

(1)は(4)を基礎としつつまとめた東京大
学総合図書館所蔵嘉興蔵の目録の完成版で
あり、(2)はその東大本嘉興蔵の特徴や伝来
過程を詳しく考察した総合的な研究の成果
である。現在、日本や中国・台湾など各地で
進められている個別の嘉興蔵の目録のうち
でも最も詳しいものの一つであり、米国の図
書館から請求が来るなど関係分野で注目さ
れた。

(3)は台湾の自由出版社から発行されてい
る道教文献の叢書「道蔵精華」の目録である。
「道蔵精華」は複雑な出版事情から収録文献
の全体像の把握が容易ではなかったが、本目
録によってようやく叢書全体の俯瞰と収録
文献の検索が手軽に行えるようになった。

(5)は本研究の総括の一つとして行われた
シンポジウムである。大蔵経研究で著名な学
者を招き、東大本嘉興蔵の調査で得られた研
究成果を発表して意見を伺い、合わせて東ア



ジア文化の中の大蔵経について大きな視野
から考え討論する試みを行った。当初の予想
を大きく越える 100 人近い参加者があったほ
か、中外日報などのメディアでも取り上げら
れるなど大きな反響があった。

(6)は(5)の開催にあわせて行われた嘉興
蔵に関する資料展示会である。

５．主な発表論文等
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